














持続可能を保つために▶特別第1分科会
〈今日的課題 日本PTA担当〉
｢サステナブルなPTA活動を構築するために」

～今、改めて、PTAの存在意識を問う～
講演：東川勝哉さん 元日本PTA全国協議会会長

学童の役員から単P(学校PTA)の副会長となり様々な活動
をされてきた東川氏は、ご自身の経験から、PTA加入のメリ
ットの一つとして「きちんとした大人の姿を見せなくてはな
らないと思うようになり、様々な場面で自分を律することが
できる様になった」などと話されていました。
PTAのあゆみに触れ、戦後『教師と父母の会の結成手引

書』が全国に通知され、こども達の健全な成長のために、家
庭・学校・社会が協力し、教育環境の改善を目指すものとい
う認識が周知されていったこと、学校給食の制度化や教科書
無償配布〈年間474億円〉、タブレット配布〈約4600億円〉
などの現状当たり前になっていることも、PTAの果たしてき
た役割であること、その当たり前がキープされていることこそ
サステナブルであるとも語られていました。 
 また、全国的なネットワークがあるため、災害時においても
必要な教育を止めないこと、募金など手厚いサポートが可能
であることなどの利点も述べられました。
 やはり強調されていたのは、こどもの教育に対して、家庭・
学校・社会が責任を分け合うということです。それぞれが当事
者意識を持ち、互いを批判せず理解を深め、学校が掲げる目
標を共有することです。
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 私がとても印象に残っている言葉は「PTA活動はボラ
ンティアではない」というものです。 ボランティアとは、
自分に利害関係がないところで自らの意思により行うもの
です。 PTA 活動のように自分のこどもが通っている学校
で先生と共にこども達の学ぶ環境をより良いものにしてい
こうという活動は、保護者にとって当事者そのものだから
です。 
後半には、パネルディスカッションが行われ、パネリス

ト 3  名がコーディネーターの質問や議題について答えま
した。13年に渡りPTA会長を経験された南野氏は、コロ
ナ禍に地域と連携し、コロナ差別防止のポスターを100
枚掲示した活動を話されました。 その他、能登半島地震
での経験からPTAの重要性についてや、課題を含め組織
としての持続可能性についてなども言及されました。 保
護者、当事者の1人として、PTA活動の本質について考え
させられる時間となりました。 
PTA を取り巻く状況は日々変化し、従来の活動の運営

が難しくなっているのは事実です。共働き世帯が増え、少
子化による会員の減少で特定の保護者へ負担が増える状況
もあるかもしれません。活動に参加することを負担に感じ
ている保護者も多いと思います。  その様な状況の中で
も、それを持続していくためには、強制でなく柔軟な参加
形態の導入など、内容の見直しは必須だと思います。
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▶サステナブル…持続可能な

環境社会、経済の各側面で将来に渡って持続可能な

状態を保つこと
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5 .今後に向けての視点

PTA  の目指すものは「地域と学校、そして家庭をつなぐ接点をつくること」

パネルディスカッション テーマ：「PTA活動の意義と未来」 【論点】 

①PTA  活動の意義とは過去・現在・未来 

②本音で語る「PTAの必要性と課題」 

③持続可能なPTA組織のあり方 【意見（要約）】 -  コロナ禍でのPTA活動は縮小

傾向  → ポスター掲示やオンライン活用で工夫。  -  PTA  活動の形式化により

「やらされ感」が強まっている。 -  PTA＝「親の学びの場」でもあり、子ども

LINE  などのICT  活用で効率化 → 参加者満足度向上へ。 -  子どもにとって大人

の姿を見せる場がPTA。  -  ただし「無理に全員参加させるのではなく、関わり

方の選択肢を広げる」ことが大切

・PTAが期待されていること

家庭教育

家庭と学校・地域をつなぐこと

・受け取り方は変えられる？

高野の午睡（こうやのひるね）

当事者意識 行動の動機付け やっていく動機付けをいかにできるか

レンガ職人の話

・アイディアの作り方

環境と経験が違う人と会話をする

・学習指導要領より

すべての大人に期待される役割

児童生徒が成長していくために

こどもの成長に関して地域・学校・家庭で責任を分け合う

 PTA  は「義務」ではなく「自発的な地域参加の仕組み」であるべき。 -  家

庭・学校・地域を結ぶハブとして、役割は依然として重要。 -  I CT  活用や役

割の柔軟化により、持続可能な活動モデルを構築する必要がある。 -  「子ど

もの育ちに大人がどう関わるか」こそが、PTA活動の本質的な問い。

6 .まとめ

共同/寺本真由美・山路幸輝
















